
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

〃

〃

○

建

設

業

の

営

業

の

停

止

命

令

監

理

課

担

当

課

（

室

）

○

河

川

整

備

計

画

の

変

更

案

の

縦

覧

河

川

課

目

次

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

【

規

則

】

【

公

安

委

員

会

】

○

特

定

非

営

利

活

動

促

進

法

施

行

細

則

の

一

部

を

県

民

生

活

交

通

課

改

正

す

る

規

則

○

指

定

講

習

機

関

の

指

定

の

一

部

改

正

運

転

免

許

課

（

県

例

規

集

登

載

）

○

運

転

免

許

取

得

者

教

育

の

認

定

の

一

部

改

正

〃

【

告

示

】

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

身

体

障

害

者

手

帳

交

付

の

た

め

の

診

断

を

す

る

障

害

福

祉

課

医

師

の

指

定

及

び

辞

退

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

〃

〃

○

〃

〃

○

〃

〃

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

〃

○

宇

野

港

に

所

在

す

る

ビ

ジ

タ

ー

バ

ー

ス

に

係

る

港

湾

課

使

用

料

の

徴

収

事

務

の

委

託

【

公

告

】

○

随

意

契

約

の

相

手

方

の

決

定

医

療

推

進

課

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

畜

産

課

○

土

地

改

良

区

役

員

の

退

任

届

耕

地

課

○

土

地

改

良

区

の

定

款

変

更

の

認

可

〃

○

〃

〃

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
規
則
第
三
十
九
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
細
則
（
平
成
十
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
法
第
十
条
第
一
項
」
に

「
法
第
十
条
第

、

一
項
」
を
「
同
項
」
に

「
添
え
る
」
を
「
添
付
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
す
る
。

、

第
三
条
第
一
項
中
「
法
第
十
条
第
三
項
」
を
「
法
第
十
条
第
四
項
」
に

「
は
、
様
式
第
一
号
の
二

、

に
よ
る
補
正
書
を
知
事
に
提
出
し
て
す
る
」
を
「
に
は
、
補
正
後
の
書
類
を
添
付
す
る
」
に
改
め
、
同

項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

第
三
条
第
二
項
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
は
、
様
式
第
二
号
に
よ
る
届
出
書
を
知
事
に
提
出
し
て
す
る
」
を
「
に
は
、
同

項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
登
記
事
項
証
明
書
の
写
し
一
通
及
び
財
産
目
録
の
副
本
一
通
を
添

付
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
は
、
様
式
第
三
号
に
よ
る
届
出
書
を
知
事
に
提
出
し
て
す
る
」
を
「
に
は
、
法

、

」

第
二
十
三
条
第
一
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か

同
項
の
変
更
後
の
役
員
名
簿
の
副
本
一
通
を
添
付
す
る

に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
七
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
法
第
二
十
五
条
第
四
項
」
に

「
法
第
二

、

十
五
条
第
四
項
」
を
「
同
項
」
に

「
添
え
る
」
を
「
添
付
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
す
る
。

、

第
八
条
第
一
項
中
「
は
、
様
式
第
五
号
に
よ
る
届
出
書
を
知
事
に
提
出
し
て
す
る
」
を
「
に
は
、
法

第
二
十
五
条
第
六
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
変
更
後
の
定
款
の
副
本
一
通
を
添
付
す
る
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

「

、

」

「

、

第
九
条
第
一
項
中

は

様
式
第
五
号
の
二
に
よ
る
提
出
書
を
知
事
に
提
出
し
て
す
る

を

に
は

法
第
二
十
五
条
第
七
項
の
登
記
事
項
証
明
書
の
写
し
一
通
を
添
付
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削

る
。

「

、

」

「

、

第
十
条
第
一
項
中

は

様
式
第
五
号
の
三
に
よ
る
提
出
書
を
知
事
に
提
出
し
て
す
る

を

に
は

法
第
二
十
九
条
の
事
業
報
告
書
等
の
副
本
一
通
を
添
付
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。
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第
十
一
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
場
合
に
お
い
て

」
を
「
法
第
三
十
条
の
規

、

定
に
よ
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
一
項
と
し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
十
二
条

第
十
三
条
第
一
項
中
「
届
出
は
」
を
「
届
出
に
は
」
に

「
添
付
し
た
様
式
第
八
号
に
よ
る
届
出
書

、

」

「

」

、

「

」

「

」

を
知
事
に
提
出
し
て
す
る

を

添
付
す
る

に
改
め

同
条
第
二
項
中

届
出
は

を

届
出
に
は

に

「
添
付
し
た
様
式
第
九
号
に
よ
る
届
出
書
を
知
事
に
提
出
し
て
す
る
」
を
「
添
付
す
る
」
に
改
め

、
る
。第

十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
十
四
条

第
十
五
条
中
「
届
出
は
」
を
「
届
出
に
は
」
に

「
添
付
し
た
様
式
第
十
一
号
に
よ
る
届
出
書
を
知

、

事
に
提
出
し
て
す
る
」
を
「
添
付
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
は
、
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
」
を
「
に
添
付
す
る
書
類
に
つ
い

て
は
、
条
例
第
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
及
び
第
二
条
の
規
定
を
準
用
す
る
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中
「
届
出
書
は
、
様
式
第
十
二
号
の
二
に
よ
る
」
を
「
規
定
に
よ
る
届
出
に
は
、

同
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
登
記
事
項
証
明
書
の
写
し
一
通
及
び
財
産
目
録
の
副
本
一
通
を

添
付
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
九
条
中
「
様
式
第
十
三
号
」
を
「
別
記
様
式
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
法
第
四
十
四
条
第
二
項
」
に

「
法
第

、

」

「

」

、「

」

「

」

、

。

四
十
四
条
第
二
項

を

同
項

に

添
え
る

を

添
付
す
る

に
改
め

同
項
を
同
条
と
す
る

第
二
十
一
条
第
一
項
中
「
は
、
様
式
第
十
五
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
」
を
「
に
つ
い
て
は
、
前
条
の

規
定
を
準
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

削
除

第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
三
条

第
二
十
四
条
第
一
項
中
「
は
、
様
式
第
十
八
号
に
よ
る
提
出
書
を
知
事
に
提
出
し
て
す
る
」
を
「
に

は
、
法
第
五
十
四
条
第
二
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
（
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
提
出
す
る
書
類
に
限
る

）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
副
本
一
通
を
添
付
す
る
」
に
改
め
、
同

。

、

「

、

条
第
二
項
を
削
り

同
条
第
三
項
中

に
規
定
す
る
助
成
金
の
支
給
を
行
っ
た
と
き
の
書
類
の
提
出
は

様
式
第
十
九
号
に
よ
る
提
出
書
を
知
事
に
提
出
し
て
す
る
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
提
出
に
は
、
法
第
五
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十
四
条
第
三
項
に
規
定
す
る
書
類
の
副
本
一
通
を
添
付
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、

同
条
第
四
項
を
削
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中
「
は
、
様
式
第
二
十
号
に
よ
る
請
求
書
を
知
事
に
提
出
し
て
す
る
も
の
と
す

る
」
を
「
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
条
の
規
定
を
準
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中
「
は
、
様
式
第
二
十
一
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
」
を
「
に
つ
い
て
は
、
第
二

十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
十
七
条
第
一
項
中
「
は
、
様
式
第
二
十
二
号
に
よ
る
も
の
と
す
る
」
を
「
に
つ
い
て
は
、
第
二

十
条
の
規
定
を
準
用
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
十
八
条
中
「
第
二
条
第
二
項
（
第
三
条
第
二
項
及
び
第
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
（
第
三

条
及
び
第
十
六
条
」
に

「
第
五
条
第
二
項
、
第
六
条
第
二
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
二
項
、

、

第
十
条
第
二
項
、
第
十
八
条
第
二
項
、
第
二
十
条
第
二
項
（
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
六
条
第
二

項
及
び
第
二
十
七
条
第
二
項

を

第
五
条
か
ら
第
八
条
ま
で

第
十
条

第
十
八
条

第
二
十
条

第

」

「

、

、

、

（

二
十
一
条
、
第
二
十
六
条
及
び
第
二
十
七
条
」
に

「
第
二
十
四
条
第
二
項
及
び
第
四
項
」
を
「
第
二

、

十
四
条
」
に
改
め
る
。

第
三
十
条
後
段
を
削
る
。

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
そ
の
他
）

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
必
要
な
事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

第
三
十
七
条

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
十
二
号
の
二
ま
で
を
削
る
。

「

（

）
」

様
式
第
十
三
号
中

4
1

6
4

第
条
第
３
項
同
法
第

条
第
７
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。

第
条
第
１
項
又
は
第

条
第
１
項

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
業
務
及
び
財
産
の
状

を
「

4
1

6
4

」
に

「
、

，

況
等
を
検
査
す
る
権
限
を
有
す
る
者

立
入
検
査
等
を
行
う
職
員

証
す
る

証
明

」
を
「

」
に

「

」
を
「

、

」
に
改
め
、
同
様
式
を
別
記
様
式
と
す
る
。

す
る

様
式
第
十
四
号
か
ら
様
式
第
二
十
二
号
ま
で
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
六
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
四
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社

住
所

倉
敷
市
児
島
味
野
一
丁
目

番
地

号
1
1

1
9

氏
名

取
締
役
社
長

野
﨑

泰
彦

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
ナ
イ
カ
イ
塩
業
株
式
会
社

所
在
地

玉
野
市
胸
上

番
地

2
7
2
1
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 変 更 前 変 更 後

27－チ 27－チ
無機化学工業製品製造業 無機化学工業製品製造業

種 類 の用に供する海水マグネ の用に供する海水マグネ 同左
シア製造施設のうち,沈 シア製造施設のうち,沈
でん施設(16) でん施設(3)

能 力 4,320㎥／日 35,000㎥／日 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに － －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 令和３年12月予定 － －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 令和４年１月予定 － 令和４年１月予定

２週間／月
使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 24時間連続 24時間連続

24時間連続の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 3,360 4,320 33,000 35,000 同左
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 9.5～10.5 11
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 5 10

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 5 40

油 分（㎎／Ｌ） 0.2 2 同左

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 0.22 1.5

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 0.04 0.5

大腸菌群数 個／c㎥ 3,000以下 3,000以下（ ）

備考 １ 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。

２ 沈でん施設(3)の水量は,沈殿施設(16)が稼働している間は,通常29,640㎥／日,最大30,680㎥／日となる。

(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 令和３年６月８日から同月29日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び玉野市役所

令和３年６月８日　岡山県公報　第１２３００号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
五
号

（

）

。

、

身
体
障
害
者
福
祉
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号

第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
た
め
の
診
断
を
す
る
医
師
を
令
和
三
年
五
月
十
八
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た

ま
た

同
項
の
指
定
を
受
け
た
次
の
医
師
に
つ
い
て
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
し
た
医
師

指
定
医
師
名

診

療

科

目

医
療
機
関
の
名
称

所

在

地

山

中

俊

明

心
臓

津
山
中
央
病
院

津
山
市
川
崎
一
七
五
六

角

田

慶

一

郎

肢
体
不
自
由

津
山
中
央
病
院

津
山
市
川
崎
一
七
五
六

藤

井

研

介

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
、
小
腸

笠
岡
第
一
病
院

笠
岡
市
横
島
一
九
四
五

片

岡

正

文

呼
吸
器

赤
磐
医
師
会
病
院

赤
磐
市
下
市
一
八
七

一

－

二

指
定
を
辞
退
し
た
医
師

指
定
医
師
名

診

療

科

目

医
療
機
関
の
名
称

所

在

地

安

田

金

蔵

肢
体
不
自
由

大
西
病
院

玉
野
市
田
井
三

八

一
一

－
－

大

西

正

高

肢
体
不
自
由
、
心
臓
、
呼
吸
器
、
腎
臓
、
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
、

大
西
病
院

玉
野
市
田
井
三

八

一
一

－
－

小
腸

平

田

潤

一

郎

肢
体
不
自
由

積
善
病
院

津
山
市
一
方
一
四
〇

高

橋

茂

肢
体
不
自
由

積
善
病
院

津
山
市
一
方
一
四
〇

小

野

智

毅

肢
体
不
自
由

高
梁
中
央
病
院

高
梁
市
南
町
五
三

來

山

浩

之

腎
臓

高
梁
中
央
病
院

高
梁
市
南
町
五
三

竹

下

歩

肢
体
不
自
由

笠
岡
第
一
病
院

笠
岡
市
横
島
一
九
四
五

令和３年６月８日　岡山県公報　第１２３００号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

苫
田
郡
鏡
野
町
上
齋
原
字
大
木
山
塚
ノ
谷
一
二
三
八
の
二
、
一
二
三
八
の
三
、
字
大
木
山
一
二
四

二
の
六

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡
野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

令和３年６月８日　岡山県公報　第１２３００号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

高
梁
市
川
面
町
字
木
野
山
二
七
六
の
六
二

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
高
梁
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

令和３年６月８日　岡山県公報　第１２３００号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

真
庭
郡
新
庄
村
字
中
屋
家
ノ
奥
四
〇
二
〇
か
ら
四
〇
二
二
ま
で
、
四
〇
二
五
、
四
〇
二
六
、
字
家

ノ
奥
四
〇
二
三
の
一
、
四
〇
二
四
、
四
〇
二
八
、
字
地
頭
山
四
〇
二
七
の
三

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新
庄
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

令和３年６月８日　岡山県公報　第１２３００号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

真
庭
郡
新
庄
村
字
皿
谷
八
七
九
の
一

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
新
庄
村
役
場
に
備
え
置
い
て
縦

「

覧
に
供
す
る

）
。

令和３年６月８日　岡山県公報　第１２３００号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
吉

「

備
中
央
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和３年６月８日　岡山県公報　第１２３００号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
五
十
一
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

徴
収
の
事
務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

委
託
し
た
事
務
の
内
容

二
に
掲
げ
る
使
用
料
の
徴
収
の
事
務

二

委
託
し
た
収
入
の
種
類

岡
山
県
港
湾
施
設
管
理
及
び
利
用
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
二
十
一
号
）
に
基
づ
く

使
用
料
の
う
ち
、
宇
野
港
に
所
在
す
る
ビ
ジ
タ
ー
バ
ー
ス
に
係
る
も
の

三

委
託
を
受
け
た
者
の
所
在
地
及
び
名
称

岡
山
県
玉
野
市
築
港
一
丁
目
一
番
三
号

公
益
社
団
法
人
玉
野
市
観
光
協
会

四

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所

岡
山
県
玉
野
市
築
港
一
丁
目
一
番
三
号

五

委
託
の
期
間

令
和
三
年
五
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

令和３年６月８日　岡山県公報　第１２３００号



〔
二
一
七
〕
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七

年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う

）
に
基
づ
き
、
特
定
調
達
契
約
に
つ
き
、
次
の

。

と
お
り
契
約
の
相
手
方
等
を
決
定
し
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

特
定
役
務
の
名
称

令
和
三
年
度
晴
れ
や
か
ネ
ッ
ト
拡
張
機
能
整
備
事
業

二

契
約
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

四

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
四
月
一
日

五

契
約
の
相
手
方
の
名
称
及
び
所
在
地

一
般
社
団
法
人
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
岡
山
協
議
会

岡
山
市
北
区
駅
元
町
一
九
番
二
号

六

契
約
金
額

、

、

（

、

、

）

四
六

七
五
○

○
○
○
円

う
ち
消
費
税
額
及
び
地
方
消
費
税
の
額
四

二
五
○

○
○
○
円

七

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続
（
契
約
方
法
）

随
意
契
約

八

随
意
契
約
の
理
由

政
令
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
た
め
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二
一
八

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調
達
内
容

(
1
)
購
入
等
件
名

岡
山
県
営
食
肉
地
方
卸
売
市
場
で
使
用
す
る
電
気
の
調
達

(
2
)
仕
様
等

入
札
説
明
書
に
よ
る
。

(
3
)
納
入
期
間

令
和
３
年
1
0
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
９
月
3
0
日
ま
で

(
4
)
納
入
場
所
及
び
予
定
数
量

納
入
期
間
に
お
け
る

施
設

名
所

在
地

使
用
予
定
電
力
量

岡
山
市
中
区
桜
橋
１
－
２
－
4
3

1
0
,
2
7
8
,
0
0
0
k
W
h

岡
山
県
営
食
肉
地
方
卸
売
市
場

（
業
務
棟
）

岡
山
市
中
区
桜
橋
１
－
２
－
4
3

3
6
3
,
0
0
0
k
W
h

岡
山
県
営
食
肉
地
方
卸
売
市
場

（
管
理
棟
）

(
5
)
入
札
方
法

入
札
に
当
た
っ
て
は
，
(
4
)
の
２
施
設
を
一
括
で
一
入
札
単
位
と
す
る
。
入
札
説
明
書
に
示
す

方
法
に
従
っ
て
計
算
し
た
，
施
設
ご
と
の
３
年
間
の
参
考
総
価
金
額
の
２
施
設
分
の
合
計
金
額
を

も
っ
て
，
入
札
金
額
と
す
る
こ
と
。

(
6
)
そ
の
他

(
4
)
の
使
用
予
定
電
力
量
は
，
令
和
２
年
４
月
か
ら
令
和
３
年
３
月
ま
で
の
使
用
実
績
等
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
，
天
候
等
に
よ
り
変
動
す
る
。

２
競
争
入
札
参
加
資
格
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次
の
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

(
1
)
令
和
３
年
度
に
県
が
発
注
す
る
物
品
の
調
達
契
約
で
あ
っ
て
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特

定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
７
年
政
令
第
3
7
2
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ

る
契
約
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
令
和
２
年
岡
山
県
告
示
第
5
5
5
号
物

（
（

品
の
売
買
，
修
理
等
の
調
達
契
約
に
係
る
競
争
入
札
の
参
加
資
格
，
資
格
審
査
の
申
請
手
続
等
。

以
下
「
資
格
告
示
」
と
い
う
）
に
定
め
る
資
格
を
い
う
）
を
得
て
い
る
者
で
，
格
付
区
分
が

。
。

Ａ
で
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
2
2
年
政
令
第
1
6
号
）
第
1
6
7
条
の
４
第
２
項
の
規
定
に
該
当
し
な

い
者
で
あ
る
こ
と
。

(
3
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
資
格
者
の
資
格
審
査
要
領
（
平
成
1
9
年
岡
山
県
告

示
第
3
0
6
号
）
の
規
定
に
よ
る
入
札
参
加
の
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
4
)
こ
の
公
告
の
日
か
ら
落
札
者
が
決
定
す
る
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
，
物
品
の
売
買
，
修
理
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
条
件
付
）
参
加
除
外
等
要
領
に
基
づ
く
入
札
参
加
除
外
の
措
置
を

受
け
て
い
る
者
で
な
い
こ
と
。

(
5
)
民
事
再
生
法
（
平
成
1
1
年
法
律
第
2
2
5
号
）
に
基
づ
く
再
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が
な
さ
れ
て

い
る
者
又
は
会
社
更
生
法
（
平
成
1
4
年
法
律
第
1
5
4
号
）
に
基
づ
く
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
が

な
さ
れ
て
い
る
者
（
再
生
手
続
開
始
の
決
定
又
は
更
生
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
い
る
者
を
除

く
）
で
な
い
こ
と
。

。

(
6
)
電
気
事
業
法
（
昭
和
3
9
年
法
律
第
1
7
0
号
）
第
２
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
小
売
電
気
事
業
の
登

録
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

(
7
)
二
酸
化
炭
素
排
出
係
数
（
調
整
後
排
出
係
数
，
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
及
び
再
生
可
能

）

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
関
し
，
入
札
説
明
書
で
示
す
入
札
参
加
条
件
を
満
た
し
て
い
る
者
で
あ
る

こ
と
。

(
8
)
岡
山
県
建
設
工
事
等
暴
力
団
対
策
会
議
運
営
要
領
に
基
づ
く
指
名
除
外
の
措
置
を
受
け
て
い
る

者
で
な
い
こ
と
。

３
競
争
入
札
参
加
資
格
の
申
請
手
続

こ
の
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
者
で
，
２
(
1
)
の
資
格
を
得
て
い
な
い
も
の
は
，
資

格
告
示
に
基
づ
き
申
請
手
続
を
行
う
こ
と
。

(
1
)
申
請
書
の
入
手
先
，
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
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〒
7
0
0
－
8
5
7
0
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
４
番
６
号

岡
山
県
出
納
局
用
度
課
管
理
班

電
話
（
0
8
6
）
2
2
6
－
7
5
3
8

(
2
)
申
請
書
の
提
出
期
限

令
和
３
年
７
月
２
日
（
金
）

午
後
４
時

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

(
1
)
契
約
条
項
を
示
す
場
所
，
入
札
説
明
書
等
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先

〒
7
0
3
－
8
2
8
5
岡
山
市
中
区
桜
橋
一
丁
目
２
番
4
3
号

岡
山
県
営
食
肉
地
方
卸
売
市
場

総
務
課

電
話
（
0
8
6
）
2
7
2
－
2
1
3
8

(
2
)
入
札
説
明
書
等
の
交
付
期
間
及
び
交
付
方
法

ア
交
付
期
間

令
和
３
年
６
月
８
日
（
火
）
か
ら
同
年
７
月
５
日
（
月
）
ま
で
（
岡
山
県
の
休
日
を
定
め
る

条
例
（
平
成
元
年
岡
山
県
条
例
第
２
号
）
第
１
条
第
１
項
に
規
定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
）
。

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

イ
交
付
方
法

(
1
)
の
場
所
に
て
交
付
す
る
。

ま
た
岡
山
県
営
食
肉
地
方
卸
売
市
場
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.

，
（

j
p
/
s
o
s
h
i
k
i
/
2
0
5
/
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

(
3
)
入
札
書
の
提
出
方
法

入
札
書
の
提
出
は
，
持
参
又
は
郵
便
若
し
く
は
信
書
便
に
よ
る
送
付
（
以
下
「
郵
送
等
」
と
い

う
）
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

。

(
4
)
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所

ア
入
札
日
時

令
和
３
年
７
月
2
9
日
（
木
）

午
後
２
時

た
だ
し
，
郵
送
等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
，
令
和
３
年
７
月
2
8
日
（
水
）
午
後
３
時
を
受

領
期
限
と
す
る
。

イ
場
所

岡
山
市
中
区
桜
橋
一
丁
目
２
番
4
3
号

岡
山
県
営
食
肉
地
方
卸
売
市
場

管
理
棟
２
階

会
議
室
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た
だ
し
，
郵
送
等
に
よ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
，
(
1
)
の
場
所
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

ウ
そ
の
他

持
参
の
場
合
に
あ
っ
て
は
，
入
札
開
始
前
及
び
開
札
開
始
後
に
お
い
て
は
，
入
札
書
の
提
出

を
受
け
付
け
な
い
。

５
入
札
者
に
要
求
さ
れ
る
事
項

こ
の
一
般
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
，
一
般
競
争
入
札
参
加
申
出
書
及
び
入
札
説
明
書

で
指
定
す
る
添
付
書
類
を
令
和
３
年
７
月
５
日
（
月
）
午
後
３
時
ま
で
に
，
４
(
1
)
の
場
所
に
提
出

（
郵
送
等
に
よ
る
も
の
を
含
む
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

ま
た
，
入
札
参
加
希
望
者
は
，
契
約
担
当
者
か
ら
提
出
し
た
書
類
等
に
関
し
説
明
を
求
め
ら
れ
た

場
合
に
は
，
そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６
そ
の
他

(
1
)
入
札
及
び
契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

(
2
)
入
札
保
証
金

（
）

。
岡
山
県
財
務
規
則
昭
和
6
1
年
岡
山
県
規
則
第
８
号
第
1
3
1
条
及
び
第
1
3
3
条
の
規
定
に
よ
る

(
3
)
契
約
保
証
金

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
5
3
条
及
び
第
1
5
5
条
の
規
定
に
よ
る
。

(
4
)
入
札
の
無
効

こ
の
公
告
に
示
し
た
競
争
入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
，
入
札
者
に
求
め
ら
れ
る
義

務
を
履
行
し
な
か
っ
た
者
の
し
た
入
札
そ
の
他
岡
山
県
財
務
規
則
第
1
4
0
条
各
号
に
掲
げ
る
入
札

に
係
る
入
札
書
は
，
無
効
と
す
る
。

(
5
)
契
約
書
作
成
の
要
否

要

(
6
)
落
札
者
の
決
定
方
法

岡
山
県
財
務
規
則
第
1
3
7
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内

で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

(
7
)
そ
の
他

詳
細
は
，
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

７
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)
N
a
t
u
r
e
a
n
d
q
u
a
n
t
i
t
y
o
f
p
r
o
d
u
c
t
s
t
o
b
e
p
u
r
c
h
a
s
e
d
:
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E
l
e
c
t
r
i
c
i
t
y
f
o
r
O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
R
e
g
i
o
n
a
l
W
h
o
l
e
s
a
l
e
M
e
a
t
M
a
r
k
e
t

（
1
0
,
6
4
1
,
0
0
0
k
W
h
）

(
2
)
D
e
l
i
v
e
r
y
p
e
r
i
o
d
:

F
r
o
m
1
O
c
t
o
b
e
r
,
2
0
2
1
t
h
r
o
u
g
h
t
o
3
0
S
e
p
t
e
m
b
e
r
,
2
0
2
4

(
3
)
L
o
c
a
t
i
o
n
f
o
r
D
e
l
i
v
e
r
y
:

O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
R
e
g
i
o
n
a
l
W
h
o
l
e
s
a
l
e
M
e
a
t
M
a
r
k
e
t
,

1
-
2
-
4
3
S
a
k
u
r
a
b
a
s
h
i
,
N
a
k
a
-
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
-
s
h
i

(
4
)
D
e
a
d
l
i
n
e
f
o
r
t
e
n
d
e
r
:

2
:
0
0
P
.
M
.
2
9
J
u
l
y
,
2
0
2
1
(
w
h
e
n
d
e
l
i
v
e
r
e
d
b
y
m
a
i
l
3
:
0
0
P
.
M
.
2
8
J
u
l
y
,
2
0
2
1
)

(
5
)
P
o
i
n
t
o
f
C
o
n
t
a
c
t
f
o
r
N
o
t
i
f
i
c
a
t
i
o
n
s
：

O
k
a
y
a
m
a
P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l
R
e
g
i
o
n
a
l
W
h
o
l
e
s
a
l
e
M
e
a
t
M
a
r
k
e
t
,

1
-
2
-
4
3
S
a
k
u
r
a
b
a
s
h
i
,
N
a
k
a
-
k
u
,
O
k
a
y
a
m
a
-
s
h
i
,
O
k
a
y
a
m
a
-
k
e
n
,
7
0
3
-
8
2
8
5
,
J
a
p
a
n

T
E
L
0
8
6
-
2
7
2
-
2
1
3
8
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〔
二
一
九
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ

り
、
土
地
改
良
区
役
員
の
退
任
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

小
原
土
地
改
良
区

二

退
任
役
員

退
任
役
員

理
事
監

住

所

氏

名

事
の
別

池
上

寿
男

久
米
郡
美
咲
町
小
原
一
五
九
二

理

事
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〔

〕

（

）

、

二
二
〇

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

香
々
美
土
地
改
良
区

二

認
可
年
月
日

令
和
三
年
五
月
二
十
一
日
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〔

〕

（

）

、

二
二
一

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

勝
英
土
地
改
良
区

二

認
可
年
月
日

令
和
三
年
五
月
二
十
一
日
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〔

〕

（

）

、

二
二
二

土
地
改
良
法

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号

第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

土
地
改
良
区
の
名
称

那
岐
池
土
地
改
良
区

二

認
可
年
月
日

令
和
三
年
五
月
三
十
一
日
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〔
二
二
三
〕
建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
建
設
業
の
営
業
の
停
止
を
命
じ
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

処
分
を
し
た
日

令
和
三
年
六
月
八
日

二

処
分
を
受
け
た
者
の
商
号
又
は
名
称
、
主
た
る
営
業
所
の
所
在
地
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
許
可
番

号
商
号

有
限
会
社
栄
協
開
発

所
在
地

倉
敷
市
玉
島
道
口
三
八
八
〇

一
－

代
表
者
の
氏
名

岡
本
佳
代
子

許
可
番
号

岡
山
県
知
事
許
可
（
般

二
九
）
第
二
一
三
一
七
号

－

三

処
分
の
内
容

建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
営
業
の
停
止
の
命
令

１

停
止
を
命
ず
る
営
業
の
範
囲

建
設
業
の
営
業
の
全
部

２

期
間

令
和
三
年
六
月
二
十
二
日
か
ら
同
月
二
十
四
日
ま
で
の
三
日
間

四

処
分
の
原
因
と
な
っ
た
事
実

有
限
会
社
栄
協
開
発
の
社
員
が
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法

律
第
百
三
十
七
号
）
第
十
六
条
の
二
（
焼
却
禁
止
）
の
規
定
に
違
反
し
、
令
和
三
年
三
月
十
日
に
岡

山
地
方
裁
判
所
倉
敷
支
部
か
ら
懲
役
一
年
、
執
行
猶
予
三
年
、
罰
金
五
十
万
円
の
判
決
を
受
け
、
同

月
二
十
五
日
に
確
定
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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〔
二
二
四
〕
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
十
六
条
の
二
第
七
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
河
川
整
備
計
画
の
変
更
案
に
つ
い
て
、
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
河
川
整
備
計
画
の
変
更
案
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
縦
覧
期
間
の
満
了
の
日
ま
で
に
知

事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

河
川
管
理
者

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

変
更
す
る
河
川
整
備
計
画
の
名
称

一
級
河
川
高
梁
川
水
系
中
上
流
ブ
ロ
ッ
ク
河
川
整
備
計
画

二

縦
覧
の
期
間

令
和
三
年
六
月
八
日
か
ら
同
年
七
月
八
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
土
木
部
河
川
課
、
総
社
市
建
設
部
土
木
課
、
高
梁
市
土
木
部
建
設
課
及
び
新
見
市
建
設
部

建
設
課
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〔
二
二
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
三
年
六
月
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
真
壁
字
下
村
堤
外
一
三
八
六

一
、
総
社
市
真
壁
字
西
堤
外
一
四
〇
七

一

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
中
原
七
四
一

横
田

明
人

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
四
三
三
号
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
八
十
八
号

平
成
五
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
十
四
号
（
指
定
講
習
機
関
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

表
九
の
項
中
「
中

谷

勤
」
を
「
竹

下

哲

哉
」
に

「
玉
野
市
用
吉
一
六
九
七
番
地

、

の
一
」
を
「
玉
野
市
用
吉
一
六
九
七
番
地
一
」
に
改
め
る
。
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
八
十
九
号

平
成
十
二
年
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
三
十
八
号
（
運
転
免
許
取
得
者
教
育
の
認
定
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

表
九
の
項
中
「
中

谷

勤
」
を
「
竹

下

哲

哉
」
に

「
玉
野
市
用
吉
一
六
九
七
番
地

、

の
一
」
を
「
玉
野
市
用
吉
一
六
九
七
番
地
一
」
に
改
め
る
。
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